質　　問　　通　　告　　書

	
	№　　１

	提出年月日
	平成２９年９月４日
	議席番号
	８ 番
	氏名
	大　森　勝　夫

	大子町議会議長　　　鈴　木　陸　郎　　様

	質　　問　　方　　法
	総 括 方 式　　　　　一問一答方式　　　（一方を選択）

	質　　問　　事　　項
	質　　問　　要　　旨　（箇　条　書　き）

	１．大子町の地方創生の
	やる気のある地方を支援する考え方が、国が掲げる地方創生の

	方針について
	根本だと思う。地方創生担当大臣も地元選出の国会議員となっ

	
	た。大子町に地方創生の効用をもたらす好機と考える。

	
	1 大子町での地方創生に関する今後の取り組み方針は。

	
	2 交通アクセスの不便な地域は、流通・居住の面でも不利で

	
	ある。地方創生の観点から、高速道路未整備地区の格差解消に

	
	該当する道路整備を訴えていくべきと考えるが、町の方針は。

	
	3 高齢者の交通手段確保が課題である。国土交通省は自動運

	
	転による公共交通の実証実験を始めている。地方創生の観点か

	
	ら、大子町もこのシステムの導入検討の地域として取り組むべ

	
	きではないのか。

	
	

	２．海外行政調査から町
	オーストラリアへ関東町村会で行政訪問が実施され、町長も参

	行政への応用について
	加した。今後、町の行政に反映させていく方針を伺う。

	
	1 ペンリス市は、事業誘致と定住促進策についての調査だっ

	
	た。この大子町へどのように取り入れられると考えるか。

	
	2 ブルーマウンテンでは自然環境保護とエコツーリズムの調

	
	査だった。大子町への応用方針は。

	
	

	３．職員の研修について
	組織が能率的に業務をこなしていくためには、組織内の人員の

	今後の方針は
	研修も必須の項目になる。

	
	1 職員側から研修の必要性を提案できるような体制はあるの

	
	か。

	
	2 研修には費用がかかる。職員のやる気と資質向上も重要で

	
	ある。職員研修についてどの様な方針なのか伺う。

	
	


質　　問　　通　　告　　書
	
	№　２

	提出年月日
	平成２９年９月４日
	議席番号
	１３番
	氏名
	　　藤　田　　稔

	大子町議会議長　　　鈴　木　陸　郎　　様

	質　問　方　法
	　　　　　一問一答方式　

	項　目　事　項
	質　　問　　要　　旨　（箇　条　書　き）

	1. 災害教訓を踏まえた
	1 災害発生時の情報の伝達、発信及び収集の方法として、衛

	　安全・安心なまちづく
	　星携帯電話がある。設置場所等は、また、定期的に訓練はし

	　りについて
	　ているのか。電源の確保や維持管理費についてはどうか。

	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	2 久慈川と、押川については、県より水位情報周知河川に指

	
	　定されている。指定される基準はあるのか。その他の河川に

	
	　ついての避難勧告等の発令判断基準はあるのか。

	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	3 町内各避難所・避難場所の安全確保は把握できているか。

	
	　また、福祉避難所の受け入れ体制等について協議されている

	
	　のか。さらに、要支援者の避難支援体制の進捗状況を伺いた

	
	い。

	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	4 災害時対応の備蓄資機材の管理状況は。また、各学校等が

	
	　避難場所に指定されている。春夏秋冬、昼夜問わず災害は起

	　　
	る。最低限各避難所には、飲食料等は備蓄して置くべきでは

	
	　ないか。

	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	5 住民アンケートの実施、分析や過去の災害対応の実態、分

	
	析等を考慮し、震災、風水害、航空・道路災害、林野火災、

	
	そして、新たに原子力災害対策を加えて、平成２５年３月に

	
	「大子町地域防災計画」が策定された。また、大規模テロや

	
	武力攻撃事態等が発生した場合に、町民の生命身体財産を保

	
	護し、町民の安全を確保するために「大子町国民保護計画」

	　
	が平成１８年１１月に作成されている。それぞれ随時見直し

	
	はされてきているのか。

	
	

	
	6 平成２４年度から「大子町高齢者等住宅用火災警報器配置

	
	事業」が実施されて来ている。事業対象者の把握はできて

	
	いるのか。また、現在までの設置状況はどうか。さらに、

	
	今後の事業推進に向けた考えを伺いたい。


質　　問　　通　　告　　書
	
	№　３

	提出年月日
	平成２９年９月４日
	議席番号
	　９番
	氏名
	金澤　眞人

	大子町議会議長　　　鈴　木　陸　郎　　様

	質　　問　　方　　法
	総 括 方 式　　　　○一問一答方式　　　（一方を選択）

	質　　問　　事　　項
	質　　問　　要　　旨　（箇　条　書　き）

	1町の財政状況について。
	①国の財政制度等審議会で地方自治体での基金の額が多すぎるのではという指摘があるが大子町の場合はどうか。

②庁舎建設が検討されているが、建設となった場合費用はどうするのか聞きたい。

③財政調整基金や減債基金を庁舎建設基金に組み替えることは可能なのか聞きたい。

④大子町にとって財政調整基金や減債基金の適正水準はどのくらいと考えるか聞きたい。


	2森林湖沼環境税について
	①今年度で期限が来るが対応は、継続の可能性は。

②国による森林環境税創設の現状について聞きたい。



	3町職員の勤務形態について
	①現在の正規職員、嘱託職員、臨時職員の数は。

②嘱託職員については昇給や有給休暇や夏季休暇の有無は。

③国は同一労働同一賃金推進の方向性だが大子町ではどのように考えているか。



	4企業誘致に伴う工事について
	①クリハラントの誘致に際して進入路や水道や排水路等の整備でどのくらいの費用がかかるのか。

②創造の森に水道や進入路や排水路などを整備することにより他の企業誘致などの土地利用も考えているのか聞きたい。




